
岸
本

市
議
は
、

東
日
本

大
震
災
を
受
け
、
あ
ら
た

め
て
大
津
市
の
防
災
計
画

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

岸
本
：
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
住
民
の

命
を
守
り
、
被
害
を
軽
減

す
る
大
き
な
力
と
な
る
の

が
消
防
力
だ
が
、
平
成
20

年
に
消
防
庁
が
示
し
た
整

備
指
針
を
基
準
に
す
る
と
、

本
市
の
消
防
職
員
数
は
57

％
、
ポ
ン
プ
車
は
85
％
、

は
し
ご
車
で
は
63
％
な
ど

充
分
と
は
言
え
な
い
。
充

実
に
向
け
た
今
後
の
計
画

は
？

大
津
市
：
今
年
度
、
職
員

の
増
員
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
年
次

計
画
的
に

各
消
防
署

へ
の
指

揮

隊
（
現
在
は
消
防
署
長
な

ど
が
兼
務
）
の
設
置
を
行

な
い
、
安
全
管
理
な
ど
も

充
実
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
は
、
年
々

増
加
が
予
想
さ
れ
る
山
岳

救
助
事
故
や
水
難
救
助
事

故
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
的
な
知
識
、
技
術
を
備

え
た
専
任
救
助
隊
の
増
隊

を
検
討
し
て
お
り
、
車
輌
、

装
備
の
整
備
基
盤
と
合
わ

せ
、
人
員
、
組
織
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
た
中
で
、
総
合
的

な
消
防
力
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
保
障
、

下
々
谷
農
地
か
さ
上
げ

問
題
、
幸
福
の
科
学
学

園
建
設
予
定
地
の
安
全

性
に
つ
い
て

大
津
市
立

の
児
童
ク
ラ
ブ

は
年
々
大
規

模
化
し
て
お

り
、
71

名
以

上
の
児

童
ク

ラ
ブ
は
こ

の
間
、
施
設
を

分

離
分
割
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
整
備
は
不
十
分
で
す
。

石
黒
市
議
は
早
急
な
施
設

整
備
と
、
そ
こ
で
働
く
指
導

員
の
労
働
条

件
の
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

石
黒
：
子
ど

も
た
ち
が
生

活
す
る
上
で

必
要
最
低
限

の
施
設･

備
品

等
の
整
備
は
、

増
設
施
設
に

お
い
て
も
お

こ
な
う
こ
と
。

大
津
市
：
増
設
施
設
は
未

整
備
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

支
障
は
な
い
の
で
差
し
支

え
な
い
と
考
え
る
。

石
黒
：
正
規
職
員
が
い
な
い

中
で
、
嘱
託
職
員
の
責
任

は
大
き
い
。
１
年
間
の
雇

用
契
約
を
繰
り
返
す
嘱
託

職
員
で
は
な
く
正
規
職
員

化
の
検
討
を
す
べ
き
。

大
津
市
：
一
定
の
労
働
条
件

の
水
準
は
確
保
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
た
め
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
か

ら
正
規
職
員
化
は
考
え
て

い
な
い
。

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

放
課
後
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
改
善
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

【そ
の
他
の
質
問
】国
民
健
康

保
険
事
業
に
つ
い
て

裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
↓

５月議会の最終日、つかもと正弘市議は共産党市議団を代

表して、市財政の現状や市民生活の実情を考え、議員報酬を

２割カットし、東日本大震災の救援・復興や、市民の福祉向

上にあてることを提案しました。

つかもと市議は、質疑の中でも、この

13年間に市民の所得が下がり続けている

ことを指摘し、せめて同程度の削減をす

べきと議会の賛同を求めましたが、自民・

民主・公明系の各派が反対して報酬カッ

トは実現しませんでした。

ひきつづき、他会派へ働きかけ、実現

をめざします。

2011年
５月市議会

報告

各

議

員

の

質

問

紹

介

共産党市議団
議員報酬の２割カットを提案
―４会派が賛成するも自民・民主・公明系会派が否決

東
日
本
大
震
災
の
救
援
・
復
興
、
原
子
力
発
電
の
見
直
し
な

ど
が
注
目
さ
れ
る
中
、
大
津
市
の
防
災
対
策
や
社
会
保
障
な
ど

へ
の
市
民
の
関
心
が
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
後
、
初
の
定
例
市
議
会
で
は
、
市
営
葬

儀
事
業
の
廃
止
や
子
育
て
支
援
事
業
の
あ
り
方
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
市
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し
を
守
る

立
場
で
、
積
極
的
に
論
戦
し
ま
し
た
。

い
の
ち
を
守
る
、
消
防
力
の
充
実
を

―
―
大
津
市
の
防
災
を
問
う

岸
本
の
り
子

市
議

↑「大津市地域防災計画」
計画には原発事故への対応はありません。

水害、地震災害もふくめ積極的な見直し
が必要です。

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
放
課
後
生
活

を
―
―
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

石
黒
か
づ
子

市
議

↑
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
経
験
を
。
児
童
ク
ラ

ブ
の
取
り
組
み
。
（
本
文
と
人
物
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
）



「
有

料
化
に

は
市
民

の
理
解
が
必
要
、
導
入
の

是
非
や
時
期
に
つ
い
て
十
分

に
検
討
」
と
い
う
市
長
の

見
解
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

質
問
し
ま
し
た
。

佐
々
木
：
市
民
の
理
解
と

は
何
を
さ
す
の
か
、
目
安

が
あ
る
の
か
。

大
津
市
：
ま
ず
ご
み
減
量
、

そ
の
結
果
を
見
て
、
目
安

を
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。

佐
々
木
：
是
非
の
判
断
基

準
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

大
津
市
：
ご
み
減
量
の
推

移
や
他
市
で
の
状
況
、
社

会
的
な
変
化
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
す
る
。

佐
々
木
：
有
料
化
の
実
施

時
期
と
「
市
民
の
理
解
」

「
導
入
の
是
非
」
と
の
関

係
は
。

大
津
市
：
少
な
く
と
も
唐

突
に
有
料
化
を
実
施
す

る
こ
と
は
無
い
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
運
動

が
こ
こ
ま
で
変
え
ま
し
た
。

ひ
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
大
石
地

域
下
水
処
理
問
題

き
の
せ
：
市
の
施
策
『
勤

労
者
が
充
実
感
を
持
っ
て

働
け
る
ま
ち
づ
く
り
』
に

は
、
『
雇
用
形
態
の
多
様

化
は
必
ず
し
も
、
勤
労
者

の
選
択
に
よ
っ
て
す
す
ん

で
お
ら
ず
、
望
ま
な
い
形

で
短
時
間
労
働
に
従
事
す

る
人
も
少
な
く
な
い
』
と

あ
る
。
こ
の
状
況
打
開
に

は
、
不
安
定
雇
用
形
態
を

増
大
さ
せ
た
労
働
法
制
の

抜
本
改
正
が
必
要
。
国

に
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本

改
正
を
求
め
る
べ
き
。

大
津
市
：
労
働
法
制
の
規

制
緩
和
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
働
き
方
を
可
能
と

し
、
安
心
し
て
十
分
能
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
労

働
者
の
保
護
に
十
分
考
慮

さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し

も
勤
労
者
の
選
択
に
よ
っ

て
進
ん
で
お
ら
ず
、
望
ま

な
い
形
で
短
期
間
労
働
に

従
事
す
る
人
が
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
労
働

者

派

遣

法

は

、

数
回
改
正
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
動
向
を
注
視
す

る
。
現
時
点
で
抜
本
改
正

を
国
に
求
め
る
考
え
は
な

い
。雇

用
問
題
の
根
本
に
は
、

財
界
の
要
望
に
応
え
た
、

規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
促

進
、
労
働
者
保
護
の
廃
止

政
策
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。

不
況
の
た
び
に
簡
単
に
解

雇
さ
れ
て
し
ま
う
雇
用
形

態
で
、
労
働
者
保
護
が
十

分
だ
と
い
う
の
は
行
政
と
し

て
無
責
任
で
す
。
雇
用
対

策
と
い
う
な
ら
、
抜
本

的
な
労
働
法
制
の
改
正
を

求
め
る
べ
き
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
市
営
住

宅
の
火
災
報
知
器
設
置

に
つ
い
て

杉
浦
：
こ
れ
ま
で
、
市
民

福
祉
の
立
場
か
ら
簡
素
で

低
廉
・

良
質
・

安
心
で

信
頼
で

き
る
葬

儀
を
提

供
す
る

こ
と
を

目
的
に
、

市
営
葬

儀
が
お

こ
な
わ

れ
て
き

た
が
、

本
議
会

で

市

営

葬

儀
を
廃
止
し
、
大
津
聖

苑
・
志
賀
聖
苑
の
管
理
運

営
に
指
定
管
理
者
制
度

導
入
の
議
案
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
市
民
の
不
安

を
払
拭
で
き
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
公
的
責
任
を
果

た
す
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

大
津
市
：
指
定
管
理
者
に

対
し
、
仕
様
に
基
づ
く
業

務
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
、

利
用
者
の
評
価
は
ど
う
か

な
ど
の
状
況
把
握
を
お
こ

な
う
。

ま
た
条
例
改
正
に
つ
い
て

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
広
報

な
ど
を
活
用
し
た
り
、
各

学
区
説
明
会
の
開
催
な
ど

広
く
周
知
を
は
か
り
、
低

廉
で
安
心
か
つ
透
明
性
の

高
い
葬
儀
を
お
こ
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
。

杉
浦
：
市
は
葬
儀
事
業
を

廃
止
し
、
「
規
格
葬
儀
」

を
提
供
す
る
方
針
を
持
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
市

営
葬
儀
を
支
え
て
き
た
協

力
店
へ
の
対
応
の
方
針
を

伺
う
。

大
津
市
：
協
力
店
制
度
を

廃
止
し
、
規
格
葬
儀
制

度
で
は
規
格
で
決
め
た
葬

儀
式
を
担
え
る
業
者
と

協
定
を
結
ぶ
予
定
。
業
者

の
意
見
・
要
望
を
聞
き
取

り
し
て
い
る
。
制
度
の
内

容
を
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
教
科
書

採
択
、
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
、
中
学
校
給
食
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に

つ
い
て

労
働
法
制
の
抜
本
改
正
を
国
へ
求
め
よ

―
―
若
者
の
雇
用
問
題

き
の
せ
明
子

市
議

今年も国民平和大行進が行なわれていま

す。6月21日は大津市役所から京都へ。党

市議団も市内の行進に参加しました。

市
民
の
信
頼
に
こ
た
え
、
安
心
で
き
る

市
営
葬
儀
を

杉
浦
と
も
子

市
議

積
極
的
な
ご
み
減
量
の
推
進
で
、
有

料
化
の
ス
ト
ッ
プ
を

佐
々
木
し
ょ
う
い
ち

市
議

5
月
定
例
市
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議

案
の
内
、
市
民
の
立
場
か
ら
賛
成
で
き
な

い
と
し
て
、
以
下
の
議
案
に
対
し
、
つ
か

も
と
市
議
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

〈斎
場
条
例
の
一
部
改
正
〉

来
年
か
ら
市
営
葬
儀
事
業
を
廃
止
し

て
、
市
と
協
定
を
結
ぶ
葬
儀
会
社
が
、
市

の
定
め
る
「
規
格
葬
儀
」
を
実
施
す
る

と
い
う
も
の
。
ま
た
、
火
葬
施
設
と
葬
祭

ホ
ー
ル
を
民
間
の
指
定
管
理
者
に
委
託
管

理
さ
せ
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

低
廉
で
安
心
で
き
る
葬
儀
と
し
て
、
長

年
市
民
に
信
頼
さ
れ
て
き
た
市
営
葬
儀
を

継
続
し
、
透
明
性
の
高
い
規
格
葬
儀
な
ど

を
検
討
す
べ
き
で
す
。

〈総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
〉

市
が
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
う
結
核
健
診

な
ど
を
廃
止
し
、
運
動
教
室
な
ど
を
民

間
に
指
定
管
理
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

健
康
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診
は
乳
幼
児
検
診

と
女
性
健
診
だ
け
に
な
り
ま
す
。
自
治
体

は
市
民
の
保
健
増
進
に
責
任
を
持
つ
べ
き

で
あ
り
、
健
診
事
業
の
縮
小
は
す
べ
き
で

あ
り
ま
せ
ん
。

〈子
育
て
支
援
の
た
め
の

つ
ど
い
の
広
場
条
例
の
一
部
改
正
〉

志
賀
地
域
と
瀬
田
に
あ
る
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
民
間
の
指
定
管
理
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。
今
で
も
十
分
な
運
営
費

が
確
保
で
き
ず
に
委
託
し
て
お
り
、
さ
ら

に
運
営
を
困
難
に
す
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
、
他
会
派
の
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
ひ
き
続
き
市
民
本
位
の
事

業
と
な
る
よ
う
、
市
が
責
任
を
持
つ
こ
と

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

―
指
定
管
理
の
議
案
な
ど
に
共
産
党
市
議
団
が
反
対
討
論

討論に立つ
つかもと正弘市議 ↓


